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お 客 様 各 位

　

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3,5835 3,6115 +0,0280 3,5271 +0,0844

対円 JPY 30,63 30,54 -0,09 31,60 -1,06

対ユーロ BRL 3,9965 4,0138 +0,0173 3,9933 +0,0205

対ドル JPY 109,76 110,31 +0,5500 111,46 -1,1500

対ユーロ JPY 122,87 122,61 -0,26 126,22 -3,61

Index 49.483 49.051 -432 54.478 -5.427

bps 349,8 350,5 +0,7 337,1 +13,4

% 12,88 12,88 +0,00 12,59 +0,29

% 13,41 13,42 +0,01 13,22 +0,21

% 0,674 0,673 -0,001 0,638 +0,035

Index 185,6 186,1 +0,5 182,5 +3,6

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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先週末のドルレアルスポット相場は、イエレンＦＲＢ議長が、「米経済の改善は続いており、今後数ヶ月のうち

に追加利上げが正当化される」との認識を示したことや、ブラジル国内の政治的な不透明感が強まったこと

を背景にレアル売りが優勢となり、一時３．６２台後半までレアル安が進行。ボベスパ指数も前日比０．９％安

となった。ブラジルの一部地元紙は、仮にＳｅｒｇｉｏ Ｍａｃｈａｄｏ氏（Ｔｒａｎｓｐｅｔｒｏ元ＣＥＯ）の司法取引内容が

明るみに出た場合、上院議長であるＲｅｎａｎ Ｃａｌｈｅｉｒｏｓ氏に汚職捜査妨害の疑惑が拡大する可能性が

あると報じている。その場合、Ｔｅｍｅｒ暫定政権が提示した財政再建策の実現に暗雲が立ち込める他、今後

予定されている上院での弾劾裁判にも影響を与える可能性が高い（政権交代期待が失速するシナリオも

想定される）。２５日には今年のプライマリーバランス財政収支の予算案（１７０５億レアルの赤字）が議会で

承認されたが、Ｔｅｍｅｒ氏が検討している財政再建策が全て実現した場合でも、２０１７年の財政収支は６６０

億レアル前後の赤字になるとの見通しも、投資家心理を圧迫した。

ブラジル上院の経済審議委員会（議長：Ｇｌｅｉｓｉ Ｈｏｆｆｍａｎｎ上院議員）は、現中銀総裁のＴｏｍｂｉｎｉ氏の

要請に基づき、Ｉｌａｎ Ｇｏｌｆａｊｎ次期総裁の公聴会を６月１日に開催するとの見通しを公表した。


